
古紙配合率70％白色度70％
再生紙を使用しています。

新宿区は、環境への負荷を少なくし、未来の環境を創造するまちづくりを推進しています。
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災害関連情報や最新の区政情報を即時に発信
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多様なニーズに配慮した避難所づくり

　 女性の視点を取り入れた

　 避難所運営
　東日本大震災では、避難所生活での女性のプライバシーや着替え・授

乳スペースの確保、男女別のトイレや洗濯物を干す場所の設置など、女

性に配慮した避難所運営が課題となりました。

　こうした課題の解決に向けて、区では24年度から、四谷第六小学校

避難所（大京町30）を「女性の視点を取り入れた避難所運営管理」のモデ

ル校に指定し、避難所運営体制づくりを進めています。

　女性の視点で考えた避難所生活の課題

　まず、町会・自治会の婦人部、PTA、スクールコーディネーターなど、

女性を中心に防災会議を開催し、東日本大震災の事例から、プライバ

シーへの配慮、気軽に話ができる女性相談員の配置、防犯上の問題等に

ついて話し合いました。

　また、昨年11月の避難所防災訓練では、会議で提案された女性コー

ディネーターの配置、間仕切りやテントを使った女性専用スペースの

確保、女性専用トイレの設置などを体験しました。

　すべての地域で女性に配慮した避難所の運営を

　今後、防災訓練から見えてきた課題や解決策を取りまとめ、避難所運

営管理マニュアルに反映させていきます。

　また、今回の取り組みを参考に、他の避難所でも女性の視点を生かし

た避難所運営体制づくりを実施していきます。

　東日本大震災から、まもなく2年となります。マグニチュード9.0という日本の観測史上最大規模の地震で、これまでに

亡くなられた方、行方不明の方は1万8,000人を超え、被災地の復旧・復興に向けた取り組みが現在も進められています。

　この震災は、私たちの生活にも多くの教訓を投げ掛けました。首都直下地震の切迫性が指摘される中、震災対策を充実

させ地域の防災力を高めるためには、一人一人が防災への関心を高めるとともに、地域で協力して防災活動に取り組む

ことが重要です。いつ起こるか分からない災害に備えて、あらためて防災対策の重要性を考えてみませんか。

【問合せ】危機管理課事業推進係（本庁舎4階）（5273）3874・（3209）4069へ。

「黄色い旗」で深まる地域の絆

榎町地域で防災黄色旗を使った安否確認訓練
　榎町地区町会連合会は、地域のイベントを活用した防災意識の啓発や、全ての

避難所で防災訓練を毎年実施するなど、継続的な防災活動に取り組んでいます。

24年4月には、意欲的な防災活動を行う団体を東京都が認定する「東京防災隣

組」にも選ばれています。

　同連合会では、各町会の会員に「防災黄色旗」を配布し、地震等の災害が発生し

たときに、家の中の人が無事であれば「無事」と記載された旗を玄関先に出すこ

とになっています。災害時に旗を出していない家には、町会役員や近隣住民等が

訪問して安否を確認し、迅速な救助活動につなげます。

　昨年11月に同連合会が主催した「管内一斉防災訓練」

では、町会役員や防災部員が町内を巡回し、旗を活用し

て安否確認を行いました。また、榎町地域本部（榎町特別

出張所）との無線通信を使った情報共有訓練なども実施

し、災害時の情報伝達手段を確認しました。

　こうした地域独自の取り組みが、地域の防災力を向上

させ、地域住民の防災意識を高めるきっかけにもなって

います。

防災訓練ではワー

クショップも開催し、

中学生から高齢者ま

で、幅広い世代の方が

参加。災害時に特に支

援が必要な方に配慮

した避難所のあり方

を話し合いました。

四谷第六小学校避難所で話し合われた

避難所運営における課題と解決策

施施設設のの有有効効活活用用

【課題】避難所の使われていな

い場所を有効に活用したい。特

に、プールが設置されている屋

上を有効活用できないか。

【解決策】屋上のプールの水を

利用すればシャワーや洗濯が

できるし、他から見えにくいの

で洗濯物を干す場所としても

最適ではないか。

●○
○●

●○
○●

●○
○●

●○
○●

●○
○●

●○
○●

女
性
専
用
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
活
用

す
る
体
育
館
の
ス
テ
ー
ジ
の
広
さ

を
確
認
し
ま
し
た

●○
○●

●○
○●

●○
○●

●○
○●

●○
○●

●○
○●

●○
○●

●○
○●

●○
○●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 共共共共共共共共共共共 ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 助助助助助助助助助助助

▲防災訓練では、避難所でのプライ

バシーを確保するために有効なテント

や間仕切りの使い方を確認しました。

また、避難所で生活する方を相談・支援

する「女性コーディネーター」は、ピンク

色のベストを着用。女性ならではの視

点を避難所運営に生かします。

★区では、体育館等でのプライベートスペースを確

保するため、今後、各避難所に間仕切り（写真左）を

配備していく予定です。

東東日日本本大大震震災災かからら22年年
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災害に強い逃げないですむ安全なまちを目指して

仮仮設設トトイイレレのの設設置置

【課題】仮設トイレは避難所の敷地

の外れに設置されることが多いた

め、夜間に子どもや女性一人で行く

のは怖い。

【解決策】体育館の入口など人目に

つく場所に設置すれば、子どもや女

性が安心して使えるのではないか。

女女性性専専用用ススペペーーススのの確確保保

【課題】着替えや授乳が気軽にできる

よう、体育館や教室の利用方法を工夫

したい。

【解決策】体育館のステージは、幕を下

ろすだけで周囲から見えなくなるた

め、容易に女性専用スペースにできる。

また、一部の教室を事前に「女性専用

室」として指定しておけば、災害時の

混乱を軽減できるのではないか。
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